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エコドリームプランⅢ

１．食品リサイクルの現状

地球温暖化対策を模索する世界規模の「京都会議」以降、地球環境に対しての関心が高まり、循環型社会形成促進基本法では「廃棄物は資源」という考え方の元、容器包装リサイクル法、廃棄物処理法、資源有効利用促進法、グリーン購入法、食品リサイクル法、家電リサイクル法、家電リサイクル法、建設リサイクル法が施行されました。

①食品リサイクル法と業界動向
食品循環資源は事業系一般廃棄物としてその多くは市町村の焼却場で処理されてきました。２０００年５月施行の食品リサイクル法で「食品の製造・販売業者、外食産業などに食品残渣の発生の抑制とリサイクル」が義務付けられました。
食品業界では食品リサイクル法の２０％実施が２００６年４月実施であることからリサイクル意識は低く、一般廃棄物処理業者への依存や市町村の焼却場での焼却処理という現状であります。一方、大量に排出する企業では２０％への減量化装置としての生ゴミリサイクル装置の導入と一次生成物のリサイクル、リサイクル団地の検討など様々です。いずれにしても焼却処理に依存していた食品廃棄物処理は大きな転機を迎えています。

背景

１、食品リサイクル法の罰則規定は２００６年４月以降で時間がある
２、市町村による焼却処理に依存している

３、処理からリサイクルが理解されていない
４、行政の指導の動きが鈍い

業界動向（調査２００４年３月～１２月）
　食品リサイクルの業界動向を２００４年３月から１２月にかけて実情調査を行いました。業種ごとに対応が異なり、特に行政の動きが消極的です。

食品製造業

　食品循環資源が大量に発生することからフィルタープレス、炭化装置、乾燥装置、堆肥化装置など様々な機械装置の導入の動きがある。フィルタープレスではろ過後の残渣の処理をメーカーの「引き受け処理付」条件で導入していることからリサイクルの有無や行き先不明のようです。堆肥化装置では堆肥の製品化を目指しても本年１１月１日から施行された家畜排泄物処理法の影響から市場動向が芳しくなく堆肥の販売はできず、配布先を探している状況です。飼料化では１ヶ所から大量に発生するケースを除き運賃で採算が合わないようです。養豚場へ引取り条件で処分している場合も地域によっては「一般廃棄物収集運搬許可」の確認していることで行き場がなくなりつつあります。
食品流通業
　市町村の一般廃棄物収集に依存しているケースが多いのは「収集運搬費用が低料金であるため」という声が多く、リサイクル意識が薄い状況です。生ゴミ処理機などの導入の検討すらしていない。施設所有の都府市中央卸売市場・地方卸売市場、卸会社、仲卸会社でもリサイクル意識が薄い状況です。
外食産業
　少量多店舗から排出するという特殊性から生ゴミ処理機の導入、集配センターに集めて集中処理、関心がない、という三つの動きがある。生ゴミ処理機の導入では発生量が２０ｋｇ以下のため乾燥系が多く、理由は「臭いの発生が少ない」という声が多い。生ゴミ処理機から出る一次生成物には乾燥、堆肥化、消滅残さの３種類があるが、いずれもリサイクルされずに一般廃棄物として焼却処理されている。装置メーカーの「ひも付き販売」では「１円で買い取る」がコンテナの返送料として有償もある。一方、資源置き場で保管して有料リサイクルをレンタル式「プランター」を利用してリサイクルを委託するなど新しい動きも見え始めた。
リサイクル業界の動向
　リサイクルを環境系新分野として生ゴミ処理機、フィルタープレス、堆肥化装置（肥料）、飼料化、油脂化、メタン化、エコプランターと増え続けて参りました。

①生ゴミ処理機

　家庭用生ゴミ処理機の補助金交付から生ゴミ処理機に参入した企業が多く、同時に技術開発競争が進み、一次は全国５００社のメーカーが乱立しました。しかし、販売網を持たない企業は淘汰されてきました。１日の発生量により２０ｋｇタイプ、６０ｋｇタイプ、１００ｋｇタイプとなります。生ゴミ処理機から発生する「一次生成物」は焼却処理、メーカー指定の堆肥化施設への輸送、リサイクル委託などに分かれてきました。
Ａ、堆肥型：微生物

　微生物担体を杉チップ、炭、珪藻土、火山土などの気泡体を利用し、水分６０％、温度４０度て微生物分解をします。微生物分解が進むと６０～７０度となり乾燥を同時にするものです。
Ｂ、消滅型：微生物
微生物担体を杉チップ、炭、珪藻土、火山土などを利用で水分６０％、温度４０度、送風による酸素補給をして炭酸ガスと水に約８０％分解します。消滅型残さがあります。
Ｃ、乾燥型
　微生物型の弱点である臭いを少なくするため「水分除去」を目的として２０％に減量するタイプです。乾燥方式は電熱撹拌型、マイクロ波加熱撹拌型、間接加熱撹拌型（オイル）などがあります。
②フィルタープレス（前処理装置）

液状発生物をろ過後に残さを除去する装置がフィルタープレスです。残さは堆肥化、飼料などにリサイクルとなりますが実態は焼却処理されているようです。
③堆肥化装置
堆肥化は植物系残さ含まれる糖分を微生物が分解します。堆肥化４原則は水分６０％、温度４０度、酸素、ペーハー５．５です。これらを大量に撹拌処理して一次発酵を促し、２次発酵することで堆肥となります。堆肥は家畜排泄物処理法、廃棄物処理法などの影響から、供給が需要の十数倍という現状でほとんど市場性がありません。
Ａ、スクープ式撹拌機

プール（巾３ｍｘ長さ５０ｍｘ深さ２ｍｘ複数レーン）に残さを投入してキャタピラー式撹拌機で自動的に撹拌して水分調整、酸素補給、発酵促進剤などで一次発酵します。一次発酵後には二次発酵建屋で自然発酵します。

Ｂ、耕運機式撹拌機
大型ビニールハウス内（巾６ｍｘ長さ５０ｍｘ深さ３０ｃｍ）で耕運機様の撹拌装置で自動撹拌するもので施設が低コスト、乾燥処理が早い、という特徴があり水分調整、酸素補給、発酵促進剤などで一次発酵します。
④飼料化

　飼料は海外からの調達コストとの関係から１ヶ所から大量に発生するものを除き国内運賃がネックになります。

⑤油脂化

　食用油が１ヶ所から大量に発生するものを除き国内運賃がネックになります。ＩＳＯ１４００１取得企業ではリサイクルは環境コストが必要との考え方から取り組んでいます。

⑥メタン化

　１ヶ所から大量に発生するものを除き国内運賃がネックになります。中国やモンゴル、ヨーロッパなどの畜産資源が豊かな国では多くの事例がありますが
⑦エコプランター

　木製（２ｍｘ２ｍｘ５０ｃｍ）で竹炭、竹酢液、オガコ、米ぬかで一次発酵後にミミズ培地を作り、作物を栽培します。ミミズは生体触媒といわれ、窒素、燐酸、カリが安定して最も優れた肥料です。
２、都市農業との連携
　都市農業は農業従事者の高齢化、市場価格の低迷、減反政策など様々な要因から経営環境は厳しさを増して、新しい考え方による農業を模索しています。
青果市場の要求

　青果市場は委託販売を基本としていますので出荷品目、数量の事前連絡安定化を求めています。しかし、
エコドリームプランは、食品廃棄物を資源として捉え、炭化・堆肥化・ミミズ培地・栽培することで減量化、野菜などを生産することで新しい解決策を提案するものであります。

生ゴミは食品循環資源

食品循環資源は年間発生する１１００万トンの食品残渣、生ゴミ等は一部資源として肥料・飼料・メタンガス・油脂に、その他は市町村焼却場で焼却処理されてきました。これらを食品循環資源として捉え、分別し、有効利用することはあらゆる面から社会の要請となってまいりました。

農業との連携

　農業は国の保護政策で戦後５０数年守られてきたことから「需給」に関係なく、価格形成がなされてきました。しかし、市場とはかけ離れてから『市場重視』という観点から工業と同じ考え方で価格形成されるようになりました。そのため「地産地消」意外には大規模生産システムの導入しかないようです。
①農地利用と雇用
　農業者は農地に対して『生産緑地』指定を受けることで税金免除を受け、住宅や工場などに転用することができません。しかし、卸売市場が求める生産物は同一種類を大量であり、少量、不定期生産物は市場競争力は全くありません。このような農業に対して農地を維持する中で雇用開発を進めます。

②農地の貸借～

　食品廃棄物を大量に排出する事業者は『資源』という観点に立った利用を進めている事例が増えています。その際の農地は年額2万円程度で借用できます。
③農作業付農地～理想を求めて
　農地の借用ができると次は「農作業を誰がするか」という問題となります。農地単独の借用から農作業付へと進化しました。「農地を貸しても何されるか分からないから不安だ」という声も消えてしまいました。
竹林を守ろう

　日本文化の一つに上げられる竹林や竹細工も工業化の流れの中で陳腐化してその行き場を失くしつつあります。その現状と対策を模索しましょう。
①宅地課税の動き

　竹が材料として利用されていれば「農業」として宅地並み課税から逃れることができましたが、今では放置竹林として化しています。そして、宅地並み課税は竹林を伐採して農地へと追いやっています。
②共生しての竹林
　竹林が残るには竹の利用法があるかどうかにかかっています。タケノコ取りや竹細工遊びなど農地と竹林の共生による住民参加型の「公開型農業遊園地」しか生き残ることは困難かもしれません。

コンサルティングから流通まで

これらの食品循環資源（以下資源という）の有効活用するためにコンサルティング・設計・建設・施設運営・堆肥化・ミミズ培地・栽培・市場供給までの全てを行うのが「エコ ドリームプランⅢ」です。事業運営上の収支については資源の受託売上が80％であり、ミミズ肥料売上は10％、栽培売上10％です。有償受入をするにあたっては『不要なものはゴミ』ですからゴミ置き場ではなく、副資材又は資源置き場とすることになります。
ハード＆ソフト

エコ ドリームプランⅢは、ハードとしてエコプランター、炭化プラント及び周辺装置、ソフトとして微生物、発酵促進剤・コンピュータソフトで構成されます。なお、エコ ドリームプランⅢはコンサルティング契約からスタートします。

1． コンサルティング

  食品リサイクルは炭化・堆肥化・ミミズ・栽培・市場供給という複合した技術で展開するものです。資源の発生日量、リサイクル施設の有無、契約栽培の有無、流通等を検討し、最善の方法を提案します。

２．副資材の役割

　堆肥化は栄養分である植物（Ｃ６Ｈ１０Ｏ５）に含まれる糖分を微生物が分解することで、三原則は温度、ペーハー、水分です。水分が６０％で発酵、８０％以上で腐敗となります。
①エコプランター（堆肥化プラント）
エコプランターは木製丸太仕様、２ｍｘ２ｍｘ０．５ｍ、内容積２立方メートルで、農業機械を使用しない農業、高齢化社会向け「椅子に座っての作業」、貸し農園など多目的に使用できる施設、見た目の美しい公園的施設などの考え方により設計したものです。リサイクル量・予算により複数設置します。
②竹炭、木炭（酸素補給、消臭）
  堆肥化過程での酸素補給を自然に行うものです。竹炭は７００平方メートル／ｇ、木炭は３０平方メートル／ｇのため竹炭が優れています。また、消臭効果もあります。
③竹酢液、木酢液（ペーハー調整、発酵促進）
    竹酢液は発酵の目安であるペーハー５．５～６．０にするためのペーハー調整に使用します。また、消臭効果もあります。

④おがこ（水分調整、消臭）
  堆肥化過程で重要な要素の一つである水分を６０％に調整するために使用します。また、消臭効果もあります。
⑤米ぬか、ふすま（種菌）
  堆肥化では自然界の微生物として米ぬかやふすまに含まれる納豆菌などを利用します。水を含ませると自然発酵が始まります。
３．エコドリームプランⅢの流れ

①エコプランターへ資源を副資材と撹拌して投入します。

②約１週間で温度が６０～７０度ｃとなり温度が低下すると一次発酵が終了します。投入した資源は半分程度になります。

繰り返し資源を投入します。エコプランターが８割程度になったら次の工程に移ります。
③温度低下を確認後、ミミズを投入します。

④約２週間でミミズ培地ができます。

⑤この繰り返しです。

４．

炭化プラント

炭化装置と法規制

炭化は熱源に燃焼熱を利用し、冷却は空気・水・炭酸ガス・窒素ガスなどとの熱交換となりますのでコスト・効率から水を使うのが適しています。炭化装置は、バッチ式で還元雰囲気の中で炭化する装置が大気汚染防止法、連続式のように酸化雰囲気で炭化するものが廃棄物処理法です。バッチ式は大気汚染防止法施行令第2条（イ）煤煙発生施設、項番号10「無機化学工業品又は食料品の製造の用に供する反応炉及び直下炉」の直下炉に該当します。火格子面積１㎡以上が対象規模で、保健所に届け出となり指定書式を管理することになります。

連続装置は廃棄物処理法の焼却炉に該当し、ダイオキシン類等対策法で50kg／h以上がダイオキシン検査を年2回、装置に対する各種規制などがあります。平成14年12月１日施行となります。なお、産廃許可業者の場合は廃棄物処理法が適用されます。

炭化方式

炭化工程は、木材に含まれる水分を蒸発後に始まります。化学式はＣ６(Ｈ１０Ｏ５)ｎ、熱分解で水・炭酸ガス・一酸化炭素・炭化水素に分解されます。伝熱は空気を媒体として行われますので、炭材の表面積が多いこと、含水率の少ない方が炭化効率が良いです。

自燃式（土窯・金属製）  伝統的製法で着火時に紙・雑木で火をつけ、3日3晩の作業と言われています。材料自ら燃えながら燃焼熱で炉内温度を上げて密封し、炭化します。炭の性質は、煙突位置が下部にあるので、火止め時に内部の油煙を炭が吸着しますので燃料用途向きです。竹酢液は着火時の影響がでるとの報告があります。

乾留式（ＬＰガス・灯油・重油）  自燃式の直接加熱に対して間接加熱で行うものです。サウナ風呂と同じで熱風のみで炭化します。ＬＰガスを燃料とした場合はクリーンエネルギーで硫黄酸化物が含まれず、純粋な炭・木酢液ができます。

連続式  直接バーナーによる加熱法と間接加熱（外熱式・オイル式）があり、酸化雰囲気で行われます。いずれも炭化温度が低いので表面積の少ない炭です。直接バーナーの場合は硫黄酸化物が、間接加熱の場合は事前に皮膜材を使用するものがあります。

単独式

	
	乾留式
	自燃式

	方式
	LPｶﾞｽ（炭焼十字軍）
	灯油・重油
	土窯
	金属製

	油煙の吸着
	なし
	あり
	あり
	あり

	煙突の位置
	上部
	下部
	下部
	下部

	硫黄酸化物
	なし
	あり
	なし
	なし

	耐火材
	ｾﾗﾐｯｸｳｰﾙ
	耐火レンガ
	土
	耐火レンガ

	冷却（熱交換）
	速い
	遅い
	遅い
	遅い

	加熱(燃焼)時間
	4～6時間
	6～8時間
	48～72時間
	48～72時間

	冷却時間
	12～15時間
	15～24時間
	48～72時間
	48～72時間

	炭化温度（炉内）
	600度以上
	400度以上
	400度以上
	400度以上

	収炭率
	20％
	20％
	５％
	５％


連続式（50kg／ｈ以上は焼却炉です）
炭化生成物と用途

炭化生成物は製法・炭化温度・樹種などで品質が決まります。木炭の用途は土壌改良材（稲作・果樹園・ゴルフ場・植栽）、空気浄化材、水質浄化材、消臭材、発酵促進材、おが炭原料、融雪材等があります。新ＪＡＳ法では有機栽培用に木炭・竹炭、木酢液・竹酢液が認定されました。木酢液は消臭材・発酵促進剤・害虫忌避剤・化粧品原料・害虫忌避剤などの用途があります。

炭化装置

炭化処理量により炭焼十字軍（バッチ式）と炭焼十字軍ロータリー（連続式）があります。単独式は450万円（空冷式）～1050万円（水冷式・各種オプション）、連続式は6160万円～9000万円です。なお、短時間作業を検討の場合は含水率を事前に少なくすることです。

①炭焼十字軍（バッチ式）

  1日で炭焼きができる唯一の装置です。炭焼十字軍ＳＴ1215は１立方メートル／日で、最大60kg（400ﾘｯﾄﾙ）の木炭と60リットルの木酢液が製造できます。木酢液増収装置(OP)の場合は北海道で日量100ﾘｯﾄﾙの報告もあります。表面積が多い高温の木炭及び高品質な木酢液を製造するのに適しています。操作は材料の入出の他は火入れと火止めのみです。

②炭焼十字軍ロータリー（連続式）・・・焼却炉扱い
  炭焼十字軍ＳＫ１００は高速炭化装置で最大時間処理量200ｋｇです。二重ロータリーを採用し、ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類対策法で時間処理量50ｋｇ以上は検査対象となります。廃木材の他もみがら、でんぷん、脱水汚泥用もあります。膨大な処理を必要とする場合は木炭が時間当たり40ｋｇ製造できます。加熱処理もできます。

４．周辺装置

  周辺装置は破砕装置、搬送機器、梱包機器、コンピュータ装置で構成されます。

①破砕装置

  破砕装置は処理する廃木材の形状により堆肥化、炭化用に破砕するものです。堆肥化用は繊維状に、炭化用はチップ状にします。チッパーとは小径木用です。

②搬送機器

  破砕装置から堆肥化装置、炭化装置への搬送を行う機器類で、ベルトコンベア・バケット・ショベルカー・フォークリフト・攪拌装置・計量器等です。

③梱包装置

製造する完熟堆肥・木炭入り堆肥等を梱包する機器類で、自動梱包機・ロボット等です。雇用を重視する場合は自動梱包をロボット化しません。

④コンピュータ装置

    マニュフェスト対応材料受入管理ソフト、堆肥売上管理ソフト、堆肥在庫管理ソフトを運用するコンピュータ装置と堆肥化装置の温度管理用ソフトです。

⑤消臭・脱臭装置

    堆肥製造時に発生する臭いは微生物の選択により最小限となりますが、地域住民とのトラブルを防ぐことが最も重要です。四季により臭いに対しての感じ方が異なりますので、発生する臭いを消臭装置で消し、なお且つ脱臭装置で未然に防ぎます。吸着法と消臭法を採用します。

５．微生物、発酵促進剤

微生物は堆肥製造時の臭いが少ないこと、処理時間が短いこと等の理由により堆肥製造にとって最も重要な位置を占めます。微生物を活性化するものが発酵促進剤です。

①微生物

  日常生活ではパン・うどん・チーズ・ヨーグルト・漬物・日本酒・納豆・味噌・醤油等が発酵食品で微生物の力で商品化されています。堆肥化する材料・リグニン・季節・含水量により微生物が異なりますので、材料に応じて最適な微生物を選択することが重要です。悪臭の発生及び堆肥の時間に影響し、製造量に大きく影響します。これら微生物は好気性と嫌気性があり、複数の群として発酵を促進します。20～30度の低温で発酵する菌から100～120度までの菌があります。実務においては微生物を購入するか、微生物増殖装置を設置するかいずれかを選択する必要があります。

②発酵促進剤

  発酵促進剤は微生物の増殖及び木材に含まれるリグニンを分解するのに最も重要であります。炭化装置で製造した木炭・木酢液をこの過程で使用します。

エコ ドリームプラン（２ヶ月処理：250立方ｍ処理／レーン）、炭焼は自社消化分とした。

堆肥化プラント

コの字型      処理量２５０立方ﾒｰﾄﾙ／月、堆肥化レーン  ３ｍＸ２５ｍＸ４レーン コンクリート製

堆肥化装置    ３ｍ用      １台、移動台車    １台




エコ十字軍








飼料





  年間1100万トン発生する生ゴミを食品循環資源として捉え、炭化・堆肥化・ミミズ培地・栽培することで市場供給します。エコ ドリームプランⅢはコンサルティング・用地相談・リサイクル施設（レンタル・管理）・ミミズ養殖・栽培（受託栽培）・市場供給までの全てを行う提案です。リサイクル、用地相談、製品化・商品化・流通までお任せください。
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食品循環資源 1092万トン








食品製造業
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食品卸売業


72万ﾄﾝ





外食産業
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食品小売業


236万ﾄﾝ
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